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師走のピンチ
古川モトイ
12月中旬ぐらいからピンチに見舞われていたのです。
ことの始まりはそれまで作業スペースに使っていた場所から同じフロアの別の場所にPCを移そうとした事。LAN工事やPCの設置位置の工事など順調に進めて、いざ電源を入れたらPCが立ち上がらない。「えー!ウソだろ!?」と思いながらも色々な原因を考えて、対処してみるもダメ。結局、詳しい友人に連絡を取り、有償で対応してもらう事に決めました。何とか押さえていただいた日程はなんと予定していたレコーディングの前日。12時間後にはレコーディングと言うタイミングで最悪レコーディングの延期も考えながら、とりあえず一旦、電源スイッチを押下して状況を見てみると立ち上がる。立ち上がるのです。しかし、電源を落としてサイド起動すると今度はウンとスンしか言わない。ファンが回るだけの機械に逆戻り。
「とりあえず、バッテリー交換してみるしかないわね。」
「バッテリーこの前変えたばっかりなのになあ……」
そんな会話をしながら電気店に行ってボタン電池を購入、入れ替えたらスンナリ動く。パソコンに疎い人のために少しだけ解説を挟むと、PCの中を開けると中にボタン電池が入っているんです。そいつが切れるともう動かない。
「動いてよかったけど、ボタン電池不良だったのかな?」
このケース、実はまったく可能性がないわけでもない。
「スナ惡、これ電池入れ換えたのいつや?」
私より年上の彼は、私のことを古い名前で呼び捨てにします。ありがたいことです。
「いやー……最近なんですけどね……」
「換えたのスナ惡が入院する前や無かったっけ?」
そう!私が入院するちょっと前だから、まだつい最近のはず……あれ?
「もう6年前ぐらいだよな?」
「……そうっすね。」
イカレたのはPCではなく、私の時間感覚でした。年齢のせいか「1年が過ぎるのが早いな」と前々から感じてはいたのですが、まさか最近だと思っていたのがもう6年前とは。そりゃあ、電池も切れます。WINDOWS10なんてもう2年以上前に出てるんです。クルマ屋さんが車検のお知らせしてくれるのはセールスのためじゃなくて、きっと、「こういうバカ」がいるからって言うのが本当の理由なんですね。もし10~20代の若者でこの文章読んで下さっている殊勝な方がお見えになったら、声を大にしていいたい。社会にでて本当に恐ろしいのは、世の中の厳しさではなくて、厳しい世の中に生きているはずなのに一向に成長しない自分です。
「まあ、良かったな、PC動いて。」
「……はい。」
お恥ずかしいハナシですが、過去にIT機器の保守作業の仕事をしていた私です。ぶっちゃけ、PCの電池切れなんて一番最初に疑ってかかったわけです。それがこのザマ。くどいようですが恥ずかしいったら仕方ない。今後はPC詳しくない人間として生きていった方が社会のためになるのではないかと悩むレベルです。あまりに間抜けで起動ドライブをHDDからSSDに換装しました。バッテリー交換5分で終了する作業のために丸っと一日あけていただいたことに対するささやかな抵抗です。機器の清掃のためにブロアーも買っちゃいました。マザーボード新調のために銀行で下ろしておいたお金の一部はホームセンターでブロアーに変わりました。風力強くてホコリ飛ばすのにとっても重宝しています。現場からは以上です。
最後に最近かいた詞を。
*望遠レンズ
詞/COOL_METABOLIC
今回カメラが望遠レンズで捕らえたのは
話題の2人の男女の県会議員
ひとしきり居酒屋で食事をして
夜のビジネスホテルに消えてった
今回カメラが望遠レンズで捕らえたのは
話題の3人の男女の県会議員
ひとしきり居酒屋で食事をして
夜のビジネスホテルに消えてった
今回カメラが望遠レンズで捕らえたのは
話題の5人の男女の県会議員
ひとしきり居酒屋で食事をして
夜のビジネスホテルに消えてった
今回カメラが望遠レンズで捕らえたのは
話題の15人の男女の県会議員
ひとしきり居酒屋で食事をして
夜のビジネスホテルに消えてった
そろそろ皆さんは分かっているでしょう
誰もやましい事なんてしてない事実に
どっかのスカポンタンが望遠使ったせいで
なにやらいやらしく聞こえただけなんです
5台のカメラがそのレンズで捕らえたのは
全く同じ夜の同じ場面
カメラはウソをつかないんだけれど
画角は僕らを惑わせるよね
惨劇の部屋
渡邊利道
天井が目に入り、そして目が覚めたと気づいたとき、自分がいまこの瞬間まで夢を見ていたに違いないという確信が彼に訪れた。またもや、彼は夢の空間から放逐されてしまったのだ。限りない失望が彼を襲い、狼狽していますぐ夢を思い出し、直ちに追体験しなくてはならないと思い詰める。それはもうずっと前から、何度も何度も見ていたはずの夢だったので、想起は容易であるに違いない。はず、というのは、これほどまでに鮮やかな記憶が刻まれているのには、反復の力が作用しているとしか考えられなかったからで、もっとももしかすると、ちょうど現実のそれと同じように、夢であってもあまりにも衝撃的な体験であれば、一度きりの出来事であっても関係ないのかもしれない。しかしだとすればそれを自分は現実と取り違えてしまうのではなかろうか。しかし彼にとってその体験はまさに夢のなかでしかありえないものだった。
夢のなかで、彼は一人の若い女性であった。彼女は、というかそれを見ているのは彼自身であるのだが、彼女は夢を見ている彼にはまったく気づいておらず、夢を見ている彼は、彼女の姿を見ている彼であって、見られている彼女は夢のなかの彼なので、その彼はいわば二重化し夢を見ている彼に気づいていない彼女とぼんやり気づいている彼に分かれているのだ。地下に続く階段を下りる。そこは冴え冴えしたコンクリートが剥き出しになった職員専用通路のようで、スチール製の手摺には錆が浮かんでいた。天井は高く、蛍光灯の光がゆっくりと落ちている。灰色の壁の隅々に外光が小さく漏れて鬼火のように揺れている。無音で、人の気配はなかった。ただ靴の音だけがやわらかな暗い空間に響いていた。段の一番下まで降りたと思うと、そこはキャットウォークで、眼下には地下鉄の線路があった。線路に沿って延びるキャットウォークをしばらく歩いていくと、とつぜん轟音を響かせて七両編成の車両が通過していった。乗客の誰も彼女に、というかキャットウォークの存在そのものに気づいている様子はなかった。実際彼もその地下鉄は何度も利用したことがあったが、こんな位置に通路があるとは知らなかった。
彼女は歩みを進め、線路の上をまたいでいるスチール製の狭い渡り通路を抜け、ふたたびコンクリートの広い空間に出た。ぽっかりあいた長方形の穴があり、その下の階段を降りていく。その動きはなめらかでまったく迷いがなく、何度も何度も歩き慣れた道程のようだった。それは何度も同じ夢を見ているためなのか、それとも夢の最初からすべてを知っているというふうに事が進んでいたのか、彼にはわからなかったが、彼女の歩みは確実であった。右側の壁に窓があり、その向こうに小さな部屋があった。簡素な作りで、木製のクローゼットと、ベッド、そして電話が置かれたサイドテーブルがあった。階段を降り切った右側のドアを開けてその部屋に入った。真白いシーツのかかったベッドに座ると、まるで豪華客船の船底にある秘密の小部屋にいるようだ。深海をゆっくり進む巨大な魚、あるいは海生哺乳類の腹の中で悔い改める小人のようだった。彼女はベッドに横たわり、目を瞑ると、階段を誰かが降りてくるのが聴こえた。あるいは彼女は眠っており、夢のなかでその足音を聴いているのかもしれない。ゆっくりと降りてくるのは男で、その手にはナイフがしっかりと握られている。
そこでふと我に返り、夢を見ていたと気づいたときには、彼はいつもの自分の部屋のベッドの上に横たわっていて、鮮血ではなく全身が汗でびっしょりになっており肌の上に指を辷らせて見るが、指先を眼前にさしだしてもそれは赤黒く凝った液体ではない。見慣れた自分の部屋は灰色の雨が降っているように暗く、まったく無音で、と思うやマンションの前の道路でここ数日続いている工事の騒音が響き渡っていることに気づく。カーテンの隙間から射す光の線にうっすらと降りてくる誇りがキラキラ反射しているのが目に入った。工事の振動でマンションが揺れている? まさかなと思う。
吐息を漏らし、ベッドからのろのろ起き上がって彼はシャワーを浴び、身支度を整える。食事は外で摂ることにした。なんにせよ彼は失業中で、所持金はすでに心もとなく、朝食と言ってもコンビニで買った菓子パンと缶コーヒーを公園のベンチでかっ込むだけだ。真冬で、とてつもなく寒いので、パンを握る手も悴んで震え、痛みさえ感じる。何もこんな時期に公園のベンチで飯を食わなくてもと思うのだが、どうしてもそれが必要なように、彼には思われた。こうして、厳しい思いをすることで、どこかに恩寵のようなものが現れるのではないかと思っているのだった。
午前十時、空は薄曇り。人影はまばら。どうしてもビルの影の部分を選んで歩くような心持ちであり、目的地である会館までの距離は遠く感じられてしかたがない。会館では失業保険の給付が行われているのだが、彼はすでに三回それをもらっており、今回からは職探しの不具合についての釈明書を添付し、給付の申請に関する審査を受けなければならない。権利としては失業保険は半年は給付されることになっているのだが、いつのまにかこのような審査制度が導入されているのだった。そもそも、給付がいまどき手渡しだというのが確実にある種の嫌がらせに違いないのだ。いつからこんなことになったのか。
ふと道が途切れて、灰色の背広を着た男たちの一群に出会す。誰の顔も区別がつかない個性のない男たちは、団子状になって群れていたが、男たちの半白の頭叢からたなびく煙が見え、彼はそれが給付が認められなかった男たちのための炊き出しであることに気づく。自分もあそこに並ぶことになるのだろうか。ほんの少し前まではあんなに喧伝されていた人手不足は、人工知能の進展と中国企業が矢継ぎ早に開発した網状の技術によって一気に解消し、いまやごく一部のエリートを除けばむしろ就業していることが奇跡のように思われる有様だ。すべての事務と接客と工場が機械化されたと言うし、技術転換に間に合わなかった企業はおおかた潰れ、若者たち、女たちは職を求めて海外に流出していった。とくに長年マルチタスクを求められてきた日本人女性は海外での評価が高く、結婚相手としても労働力としても好感を持って迎えられているという。一番使えないのが中年以上の男たちで、幼年期に繁栄に湧く日本を無意識に刷り込まれたにもかかわらず、成年に達するや大不況に見舞われて充分な職業訓練も受けられず、無為と怠惰に日々を遣り過ごした年代の者たちなのだ。
自分はそういう男たちとは違うと、彼はずっと思ってきたのだった。
もちろん、そんなわけはなかった。
彼は両手をコートのポケットに入れて、背中を丸めて会館に入る。会館の前に炊き出しが可能なスペースがあるのは、これはわざとというか、せめてもという政府の気持ちの現れなのだろうか。それともお前らもしっかり準備しなければこうなるぞという警告なのだろうか。エントランス・ホールにはすでに人が溢れているが、今日は書類の提出だけなので、うんざりするような列を尻目に地下の受付に向かう。コンクリートの階段を下りていくと、地下一階は誰も人がおらず、ひっそりと静まり返っている。リノリウムの床を革靴で歩く。一歩ずつ靴底が擦れて、キュッ、キュッ、と不快な音を立てた。暗い廊下には蛍光灯が水のように微弱な光を流していて、階上の混雑と喧噪が嘘のように時間が停止していた。長椅子があって、窓口が開いている。顔を入れて声を掛けると、応対する人はなく、画面を押せというモニターが鎮座しているのだった。必要事項を入力し、開いたスライドに書類を投げ入れて発行された受け取り証を引きちぎり手続きは完了。結果は後日メールされてくる仕組みだった。受取証を財布にしまおうとしたとき、小銭が零れ、軽い音を立てて床に落ちた。舌打ちしたいような気分で目で追うと、意外なくらいの速さで硬貨は床を跳ね、スーッと廊下の奥まで転がっていった。あらゆることがうまくいかないという気分に落ち込みながら彼は廊下の端の扉の前まで歩き、壁に当たって倒れた硬貨を拾いながら何気なく触った扉がきいいという不気味な音を立てて開く。内部は打ちっぱなしのコンクリートが剥き出しになった、照明がないのにぼんやりと薄明るい空間で、ふらふら足を踏み入れると奥の方に長方形の穴が空いているのでそのまま引き寄せられるように近づくと、かなり急傾斜の階段が下に続いているのだった。彼はおっかなびっくりその階段を降りた。長い長い階段はコンクリート製で、スチールの手摺には錆が浮かんでいた。空間の中を宙づりになっているように続く長い長い階段を宛もなく降り続け、工事中の地下鉄のように巨大な空洞のなかに一人で降りていく。彼の他に人の姿はまったく見えなかった。一番下まで降りると、方向感覚が喪われてもはや一歩も踏み出せないと思ううちに、まるで慣れ親しんだ場所をほとんど意識せずに行くように彼は歩きはじめていて、驚愕に襲われながらまったく見知らぬ場所で入り組んだ行路を迷いなく進み、ふたたび階段を下りていくと、壁になった右側の足下が照らされ窓があると思うや一歩一歩段を降りる毎に向こう側に見覚えのある部屋があり、ベッドに一人の女性が座っているのがその豊かな髪、華奢な肩、流れるような背中の線、とガラス越しに連続写真のように現れてきて、もちろん彼の手にはいまやギラギラ光るナイフがしっかりと握られている。
ドアを開けると彼女は期待に充ちた瞳を彼に向け、彼は暗鬱な気持ちで握りしめたナイフをこころもち刃が上を向くようにして彼女に示すのだが、もちろん、彼女は何もかも承知した様子でベッドから立ち上がりさえするのだし、一歩、二歩、と彼の方に歩み寄りさえするのだ。ゆっくりひろげられた両手の中に身体をすっぽりと収めるように身を縮めながら彼は、そのまま彼女のやわらかな胸の谷間に刃を潜らせる。洋梨のような彼女の心臓がぱっくりと裂けて大量の血液が溢れ白いドレスをぐっしょりと濡らし同時に「ああ」という彼女の声が彼の脳天を貫いていつのまにか激しく勃起していた陰茎から精液が迸りぐぐっとさらに力を込め輝かしい顔で彼女が彼を抱きしめるのをそのままベッドに押し倒して、丸く口を開けて叫びが途切れた彼の姿を探す瞳に向けて微笑を向けナイフを抜くと、彼女の頬をナイフを持っていない左手で支え右手を首の後ろに回し刃の先をゆっくりと埋めていく。瞳から光が喪われ、どくどく流れる血がナイフから彼の右手、二の腕としとどになっていくのを温かく感じながら彼は彼女を抱きしめたままでプールに飛び込むようにベッドに身を投げて、強く目を閉じてこの夢が完成されることだけを祈る。夢のなかで時間は空間の形式をとり額縁の中の絵画のようにすべてが一瞬に定着される。
【了】
他人の畑で雑句ザク
正月のカイダン話
ドラゴン(松岡ヒロシ)
新年明けましておめでとうございます。
お正月ですねぇ。なんだかソワソワしますねぇ。朝から酒を飲んでも許されるんですねぇ。
お正月を迎え、朝も早よから外へと出てみたらば、あんまり頭のデキが良くなさそうなお孫さんを連れている近所の薄汚いお祖母様やお爺様が、そのかわいいお孫さんに急き立てられながらもゆらゆらとゾンビのように当て所もないお散歩する姿を見ることができます。
さすがに死者がほっつき歩いて人肉に舌鼓を打つ映画を元旦から観ることはしませんが、それを彷彿とさせる光景が意外と身近にあり、年明け早々から、なんだか汚らしい映画を観たくなるのは私だけではないはずです。
そんなイマジネーションを掻き立てられる準ゾンビの方々と新年のご挨拶なんぞ交わすと、元旦の朝からほんのりホホを赤らめ、歯槽のう漏の匂いに混じって酒臭い息がぷーんと漂ってきたりします。酒を飲んでいるからヨタヨタ歩いているのか、飲まなくてもそうなのかわかりませんが、とにかくうちのスラムではいつも不吉な顔つきの年配の方が、この日ばかりは朝っぱらから一杯飲んでご陽気でいたりして、いやはや正月っていいもんだなぁと心が温まります。
心が温まるといえば思い出しました。見かければいつも作業スボンというヒョロヒョロな見るからにビンボー人風情の青年工員さんが私のアパートの二階に住んでいるのですが、以前その彼が出す騒音で私とは遺恨があり、それ以来私と顔を合わせても挨拶ひとつしません。どうやら昼夜交代の残業休日出勤てんこ盛りの立派な奴隷企業に勤めているようなのですが、どんな時間にお会いしても私の姿を見るや否や、車に轢かれそうになりながらも車道を横断する安サラリーマンのように、サッと私から絶妙な距離を取り姿を消します。
そんな年の年末年始、私も人並みに実家へ何日か帰省してからアパートに帰ってくると、ちょうど奴隷工員さんが出勤のために、見るからに高価そうな自転車を担いで階段を下りてくるところでした。まだ三が日にもう出勤とは見上げた奴隷根性だなぁと感心し「明けましておめでとう」と声をかけました。工員さんは自転車をぶつけないように階段の足元に集中していたので、私とは気が付かずこちらを見ずに思わず反射的に「おめでとうございます」と応えてしまいました。その刹那、ハッと私の声に気付きこちらを見るや、慌てていつものようにサッと身体の向きを変えて離れようとしたのですが、自転車を持ったまま身体を捻ったものですから、ちょうどいい具合に階段の手すりに自転車が引っかかり、その反発力に身体の捻り力が及ばず、そのまま前から高価な自転車ごとドダダダダンと一番下へと落ちてしまいました。私も予想外の出来事に思わず駆け寄ろうとしました。と同時に後ろから「あー落ちた落ちた!」と笑う声が聞こえてきました。思わず振り向くと、向かいの古い家に住んでいるアボカドに金歯がズラリと並んだような、いかにも下品そうな爺様でした。いつも連れている、人の駐車場に勝手に入りションベンしてはキャンキャン吠えてくるので、思わず蹴り飛ばしたくなるポメラニアンも傍らにいました。しかしこの時ばかりはあまりの大きな落下音と爺様の豪快な笑い声で、さすがのポメラニアンもあたふた爺様の足元をグルグル回っているだけでした。
私はなんだか申し訳ないような、そして、なんだか正月らしい楽しい光景を見られたような複雑な気持ちで、奴隷工員さんに手を貸してあげました。目は一切こちらに向けませんでしたが、たった一言こう私に言いました。
「平気です、おめでとうございます」
私は今だにこの時のことを思い出すと幸せな温かい気分になり、知らないうちに笑い出しています。
その後私は失業し車検代さえローンを組むハメになり、貧相な工員さんは自転車からトヨタのデカい四輪駆動車に変わりました。結局その後はどちらが階段を転げ落ちたのかわからない不思議な一年となりました。
この一年が皆さまにとって、より幸多からんことを祈りつつ、新年のご挨拶を申し上げます。
本年もよろしくお付き合いくださいませ。
リビングデッド・シスター
弾射音
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「こ、これは一体」
「ゾンビだ」
「は?」
新崎が僕を振り返る。
「ゾンビだって?」
「見てわからないか。ゾンビそのものだろう」
「そんな馬鹿な。病院へは連れていったんですか」
「医者には診せていない」
「どうしてですか」
「現代医学では解決できないんだ」
「ゾンビじゃない。未知の疫病ですよ。お医者に連れていきましょう」
新崎はそう言うと再び冴子に近づいた。とたんに、冴子が頭をもたげて鬼のような顔で吠え、新崎を威嚇する。
「気をつけろ。近づくと襲われるぞ」
「そんな」
言いながらも、新崎は後退りした。
「かわいそうですよ。ロープで縛るなんて」
「そうしないと襲ってくるんだ」
「どうして襲ってくるんですか」
「ゾンビだからだよ」
「馬鹿馬鹿しい。お医者に診せましょう。救急車を呼びましょう。でないと、社会保険庁か保健所に通報しますよ」
「下で話し合おう」
僕は新崎のシャツの襟を引っ張って外へ出し、階下に連れていった。
ソファに腰掛けると、僕は言った。
「医者に診せない理由はあるんだ」
「どういう理由ですか」
「最初は僕も医者に診せることを主張していた。だけど、両親に反対されたんだ。冴子は人を襲う。人前に出すことはできないんだ」
「そんなこと言ったって」
「医者じゃないが、今、ある大学教授に見てもらっている」
「何の大学教授ですか」
「民俗学と宗教学が専門だ」
「宗教学がどうして関係あるんですか」
「その人はブードゥー教に詳しい」
「ブードゥー教?!」
新崎は素っ頓狂な声を上げた。
「ゾンビと言えばブードゥー教だ」
「だから、ゾンビじゃないんですってば」
「もちろん、頭からゾンビだと信じているわけじゃない。だが、冴子は自分がゾンビであると自己暗示をかけているらしいんだ。その教授は自己暗示を解こうとしてるんだ」
「でも、自己暗示だけであんな風になりますか。顔が斑点だらけですよ。匂いもすごいし」
「そこが不思議なところなんだが」
「だったらお医者に連れていきましょう」
「君はうちの家庭の事情に首を突っ込むのか」
言ってしまって、自分自身にうんざりした。これじゃ、まるで父や母と変わりない。
「そんなつもりはありませんが」
「さっき、誓ったよな」
「はい」
「だったら協力しろ。君の愛で、冴子の暗示が解けるかもしれん。優しく話しかけてくれ。彼女を目覚めさせるんだ」
「じゃあ、これからも会っていいんですか」
「誓いを守るならな」
「守ります」
新崎は立ち上がった。
「もう一度見てきます」
「僕も一緒に行こうか」
「いえ、二人きりにしてください」
「わかった」
新崎は階段を上っていった。
数分後、新崎の悲鳴が聞こえてきた。僕はとっさに階段を駆け上がり、冴子の部屋に入った。
「どうした?」
「噛みつかれました」
ほとんど泣きそうな声で言う。
「近づきすぎるからだ。怪我は?」
「大丈夫だと思います」
「呪文を唱えると、少し大人しくなるんだ。呪文を教えておこう」
僕は冴子の小さなテーブルの上に置いてあった、奥田教授が書いてくれた呪文のメモを取り上げて新崎に見せた。
「呪文ですか? そんなもの、効くわけありませんよ」
「じゃあ、僕がやってみよう」
僕はメモをテーブルに戻し、冴子に近づいた。何度も唱えたので、もう暗唱してしまっている。
呪文を小声で唱える。すると、身悶えしていた冴子が、少しだけ大人しくなった。
「ほんとだ。すごい……」
「な?」
再び、メモを新崎に渡す。新崎はそれを見ながら、冴子に近づいて訥々と唱えた。
近づいてきた新崎を冴子は威嚇するが、先ほどよりはひどくはなかった。
「空で唱えられるようにしなよ。今、コピーする」
自分の部屋へメモを持っていき、パソコンの多機能プリンターでコピーして新崎に渡した。
「ショックが大きいだろう。今日はこのくらいで帰ったらどうだ」
「わ、わかりました。そうします。でも、明日また来てもいいですか」
「いいよ。でも、くれぐれも口外しないように」
「はい」
新崎は帰っていった。僕はほっと胸をなで下ろした。大変な一日だった。
後は、新崎が口外しないのを祈るのみだ。
【続く】
ENMA/少年の姿の悪魔の王。地上では6が大きく描かれた仮面をかぶり、超能力を使うときは全身が青くなる。
XIGMADとは自分たちの正体を知らずに出会う。ENMAは地獄では実態を持たないので、これが実体化される唯一の姿になる。
地上で拾ったバンドネオンを常に持っているが最初から演奏できるわけではない。指が六本あるので複雑な運指を専門の演奏者以上にマスターすることは可能なため、いつの間にか演奏できるようになった。
バンドネオンが気になって人造XIGMADをすっかり忘れてしまいました。
人造XIGMADはまた次回ってことで。
【弾射音既刊本】
クラフトロン 弾射音短編集 SF編
本格SFから文明批評まで、バラエティ豊かな4編を収録。
「クラフトロン」…夫のテリーは旅先の地球で他の観光客もろとも消息を絶ち、私は軍人として捜索を命じられる。2体になった自由の女神、巨大化した凱旋門、超高速で地中海を走行するストーンヘンジ。変異に地球は飲み込まれ、私はついにテリーの真実を知る……。
「イナイア・ブリューロンの世界」…管理者として、私は〈インキュベーター3〉に赴任する。そこでは破壊工作者騒ぎが起きていた。私は他の二人の管理者に、破壊工作者と疑われる。〈ブライト・チャイルド〉たちの、見てはいけない真実。私はついに、〈インキュベーター3〉の正体を知るのだった。
「『小説』株式会社」…22世紀、小説は廃れ、「フィクト」にとってかわられている。マツヤマ・インダストリは、その「小説」を復活させるべく、子会社を設立する。しかし、親会社の重圧に押され、事態は思わぬ方向へ進んでいく……。
「死体来ます」…未曾有の食糧危機をきっかけに、人類は人肉を食するようになる。死体処理工場に勤務するぼくは、同僚の可愛いクミちゃんや優しい部長と楽しい日々を送る。毎日、たくさんの死体が運び込まれる職場。果たして、食糧危機がなくなる日は来るのだろうか?
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MP4I8JE
今度、死ぬことになった 弾射音短編集 ミステリ編
弾射音のちょっと毛色の変わったミステリー小説を3編収録。
「今度、死ぬことになった」…私は大学時代の友人、西井から、「今度、死ぬことになった」という文面の手紙を受け取る。急いで彼のアパートへ出向くと、彼はひどくやつれて病床に臥せっていた。今夜、死ぬのだと言う。意志の力で生き延びる奴もいれば、意志の力で予定通りに死ぬ奴もいる。大した違いはない。彼はそう言って死んでいく。しかし、最後に、彼は恨みを持つ女のマンションに時限爆弾を仕掛けたと遺言を残す。私はどうしたらいいのか?
「ついさっき、人を殺してしまいました」…僕はノイローゼの原因となった上司を刺し殺し、逃亡する。殺すに至った経緯や逃亡の近況をツイッターで発信しながら。そのうちに、僕を捕まえようとするハンターの集団が結成される。必死に捜査する警察と、ゲーム感覚のハンターチーム。僕は果たして逃げおおせるのだろうか?
「ラフター」…事業に行き詰まったナイト・ジャガーは、妻と娘を殺してしまう。無理心中するつもりだったのか、それすらわからない。そこでナイト・ジャガーは、パソコンのAIソフト、ラフターに相談を持ちかける。ナイト・ジャガーとラフターは、死体処理の方法などを話し合うようになるのだった……。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MOZXM22
理由なき朝食 弾射音ショートショート集Vol.1
夜中の三時、ママはぼくをいきなり起こす。朝食を食べなさいと言うのだ。よりによって、こんな真夜中に。しかし、ママは真剣そのもので、取りつく島がない。パパとお姉ちゃんはパニックだ。そのうちに、みんなは泣きながら真夜中の朝食を始める……奇妙な味の表題作など、バラエティ豊かな24編を収録。ちょっとした時間に楽しめます。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MUQJGT8
ぱおにゃん? 弾射音ショートショート集Vol.2
暇だったので、ぼくはつい象と猫のハイブリッドを作ってしまった。体長4メートル、鼻が長くて全身毛だらけの象猫は、僕たち夫婦の家の庭で元気に「ぱおにゃん!」と鳴く。妻はパニックだ。今すぐ捨ててきなさいと言う。しかし、それもかわいそうだ。超巨大な象猫を、ぼくはいったいどうしたらいいのだろう?……生物学者の騒動を描く表題作など、今回はSFばかり17編を収録。本格SFからスラップスティックまで、バラエティ豊かな作品群をお楽しみください。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MW4ZC78
デイズ・オヴ・ホミサイド
どうして人を殺すのが悪いことかわからないって? じゃあ、こんな話はどうだ?……殺人が犯罪ではない近未来。人々はいとも簡単に殺し合い、死んでいく。加藤芳雄はある日、吉田美枝子を地下鉄内で殺す。政府のコンピューター内に蘇った吉田美枝子は、逆に芳雄を殺そうと反撃に打って出る。何十人もの吉田美枝子に襲われ、何度も記憶をなくして、芳雄は、次第に精神を崩壊させていく。そしてついに、吉田美枝子は芳雄の呪わしい運命の真相を明かすのだった。SFのかたちを借りて、生命の尊厳を問う。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKDQSLA
彼女の手の中のバービー
彼女はいきなり僕の顔に化粧をした。僕は彼女の手で、どんどん女になっていく--美人女子大生と女装少年の、奇妙な愛のかたち。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00GWY6ISQ
レイルウェイ、ターミナル、そして故郷へ
僕は棺桶職人。ある日、大変なことに気づいてしまう。
いどぅるが手許にないのだ。
人はみな、自分のいどぅるを持っている。いどぅるなしでは、人は生きていけない。
そして僕は、いどぅるを取り戻すため、故郷へ向かって旅を始める。
ハレーションを起こす風景。木の板に写真を貼っただけの薄っぺらな人間。人の肉でできた街。無数の金属板で構成される大都会。
行く手は迷路となり、僕の旅をさまたげる。
そんなとき、少女・ナオミが現れる。
彼女は僕の手を引き、ともに故郷へと旅をする。
はたして、僕は故郷にたどり着き、いどぃるを取り戻すことができるのか?
夢の世界を冒険する、象徴的なファンタジー。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKCJPR0
A FUNNY STORY OF A SAD STORY
Once upon a time there lived a sad story in a kingdom near the sea. The sad story was actually a funny story because its author was not talented. People laughed at it and it felt sad. One day, the sad story met a girl who loved books so much. The sad story wanted to make the girl happy, so it went to the other kingdom to meet the happiest story in the world. Can it make the girl happy ever after? Can it meet the happiest story in the world?
This story was once on the magazine JOHNNY AMERICA(http://www.johnnyamerica.com/).
http://www.amazon.co.jp/dp/B00N4OBZYE
※この本は英語版です。
HAPPY ENDING and MIAI
This book contains two love stories that occurred in Japan.
“HAPPY ENDING”?An experimental short story. One day Sakura Minamimori the novelist met a young woman who doesn’t read endings of stories. That was her way of reading stories. She didn’t read one of his novels entirely in front of his eyes and that made him angry. She said she would tell him the reason why she doesn’t read any endings of any stories if he writes a story only for her. And she was not in good health. Should he write a story only for her?
“MIAI”?Masashi was thirty-nine. He took his thirtieth miai(formal marriage interview) that day. At the miai, he met Yasuko who was not so young. On the other hand, Masashi liked a young girl who was a bookstore clerk. To his surprise, Yasuko confessed that she had been in love with other woman’s husband who had been killed by traffic accident. Should he marry a woman who once loved other woman’s husband? Could he love Yasuko?
http://www.amazon.co.jp/dp/B00NLTWGGS
※この本は英語版です。
パッチワールド
人格シミュレーション「村田邦明Ver.7」は独自の理論「量子的同一」を宇宙で実証するため、恒星間宇宙船アポリオン3を乗っ取り、大学事務局のみどりとゼミの学生の勇を巻き込んでヒアデス星団に出発した。折しも太陽系に謎の結晶体ペダーが大量発生、地球は壊滅的被害を被る。15年かけてヒアデスに到着すると、村田は実験を再開した。そこで、ペダーが、地球生命とシンクロした、ヒアデスに数十億年後発生する生命の可能性であるということが判明した。村田は量子的同一によって地球へジャンプし帰還しようとする……クリス・ボイスの名作『キャッチワールド』へのオマージュ。第一回SF新人賞候補作を加筆。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00O5WSU7E
【murbo既刊本】
宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80
宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ
戦え!宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG
編集後記
murbo/とりあえず、第38号の編集後記です、
古川モトイ(以下、古川)/おはようございます。昨夜は遅かったので、今起床しました。
murbo/おはようございます。お昼になりましたね~
大野克久(以下、大野)/おはようございます。あ、もうこんにちわになってしまった! 今年は大変お世話になりました。
murbo/こちらこそ、おせわになりました。発行日からすると今年も宜しくお願いしますw
ドラゴン/一年お世話になりました。また今年も"イイとこ、行きましょうw
古川/実は年の瀬仕事が立て込んでいて、まだ見れていないんです。
murbo/岐阜県の大垣駅周辺など昭和が熟成されていそうなので行ってみたいですね。 年末はどうこう言っても立て込みますからね。 僕はどういうわけか広告関連のデザインメインの時でも極端な年末進行には出会わなくて、それはそれで寂しい気がしております。
大野/年末年始で休みを取ってもいいのに、大量の仕事を引き受けてしまいました。とほほ。休暇はそれ以降に取ろうと思っています。小説を書く時間がほしい!
古川/大垣はうだつがある家がいくらかあるそうですね。
大野/うだつがある家とはどんな家なんでしょうか。
古川/古い日本建築で作られる防火壁の一種なんですが、金がかかるので、そこそこの家じゃないと作らないところから「うだつが上がらない」って表現が出来たらしいです。
大野/なるほど。語源だったのですね。
古川/「お前はいつまでたってもうだつが上がらないな」=「お前はいつまでたっても仕事で成功しないな」みたいな意味合いだと理解しています。
murbo/あれ?うだつは美濃市だけじゃ無いんですね。 真面目な意味で興味深い方向ですね。
古川/「うだつが上がらない」は全国で使われる表現なので、美濃は特に有名だという話だと思います うだつは瓦が関わるので、美濃は瓦有名ですからね。
murbo/なるほど、その間の岐阜市ではうだつがある街並みを殊更言わないので、大垣市でもうだつがよく見かけるとちょっと面白いなと思いました。
古川/ただ、大垣市にうだつがあることは地元の人間もあまり知らない(意識していない)らしいので、岐阜市にも当然あるんだと思いますよ。
murbo/そうですか、近くにあると意識しないからなあ。 取り敢えず、大垣は近日中に出かけましょう。 表紙は新年を意識して犬山城です。
古川/犬山はなんか地方都市なのにそういうイメージありますね。
murbo/犬山駅から犬山城下周辺だけなんですけどね、雰囲気出してるのは。 雨後の筍のようにおしゃれ喫茶店がたくさんあって奇妙で面白かったです。 なんでしたっけ?ハート形の絵馬(既に絵馬ではない)がある神社の、そのハート型の絵馬がいい味出していました。 これをネタにすれば、僕にも恋愛小説が書ける!という内容で。
ドラゴン/愛と憎しみ、そしてむき出しの欲望という感じでしたね(笑)
murbo/インスタ映えじゃない、単にハエがたかってくる感じで良かったですw
古川/犬山城は川の対岸からの眺めも良いですね。
murbo/要塞感が増しますね。 天守閣の中も見たんですけど、冬場は床が滅茶苦茶冷たくて底冷えが酷いんです。武将は寒さ対策などどうしてたのかと疑問でした。
古川/あれ本当にどうしてたんでしょうね。下の方で煮炊きしたり暖房つけると、上まで暖まるとか、そういう仕組みなのでしょうか。
murbo/天守閣にはかまども含めて暖房装置が見当たりませんでした。
古川/そりゃあさむい
murbo/戦国自衛隊的なものならカイロとか暖房装置を持ってくだけで世界が変わりますね。 あ、名古屋城の木造復元とかこういう寒いことも含めて復元てことか。
古川/カイロっていつからあるんだろう
murbo/湯たんぽと言い換えるとWikipediaによれば室町時代からあるようです。 個別温めても効果は低いような気がする。 戦国時代の気温対策が気になるなあ。
古川/今より暖かかったのかな?
murbo/雪も降ったでしょうし、霜が降りる程度の気温にはなったと思います。関が原はやっぱり寒いしw
古川/降ってきた……
murbo/やっぱり戦国時代でも降りますよw 今回のトビラはこれまでの使用権フリー写真以外に撮影したものを使ってます。そろそろネタ切れともいえますね
古川/近場で接写して映えそうなモノを撮ってくるとかで乗り切(略
murbo/制作フローとしては、下読み、要素書き出し、ググる、DL、取捨選択、合成、グラフィックデザインの順です。 ネタ探しの旅に出ないと息切れです
古川/お疲れ様です
murbo/好きでやってるので全然かまわないんですが、作り自体をそろそろ変えたいかなと思ってはいます。かといって今の倍くらいの数になるとたくさんあって楽しいんじゃないかとも思ったり。 おかげで文章を読む習慣が若干つきましたw
古川/思わぬ効果が。
murbo/自分では書けなくても文章の上手い下手は分かるようになりましたよ。
ドラゴン/私のように与太話をダラダラ書いてていいのか、いつも不安が募ります。
murbo/少し前にかなりやばい文を読まされまして、ウチ、偉い!と思いました。なので全く問題ないです
古川/www
murbo/世の中、皆、文章が書けると思い込んでました という事でそろそろ締めます。 今年もよろしくお願いします!
古川/よろしくお願いします!
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